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今回，明治大学法科大学院として，はじめての古希記念論文集を発刊する運
びとなりました。記念すべき第一号は，松本貞夫，青山善充両先生に献呈させ
て戴くこととなりますが，古希記念論文集の発行を担当しております教員研究
研修関係常置委員会の委員長として一言申し上げたいと思います。
実務家として，教育者として，そして人として一一松本貞夫先生のこと
松本貞夫先生は. 1999年4月に明治大学法学部教授として着任され， 2004 
年4月の明治大学法科大学院の創設と同時に，法科大学院専任教授として，法
科大学院の創世期から法科大学院における教育に携われました。
先生は，長年，全国銀行協会連合会(現在の全国銀行協会)において，金融
取引，特に銀行取引の実務に携われ，その豊富な実務家としてのご経験は，法
科大学院における教育に不可欠な存在でした。先生のご業績については，別途
ご紹介がございますので，私からは，教育者としての先生と一人の人間として
の先生をご紹介させて戴くことにしたいと思います。
先生は，金融取引に関する授業や演習をご担当されておられましたが，教員
相互授業見学の際に，先生の授業を拝聴させて戴く機会がありました。先生の
授業には，先生のお人柄がよく出ておられたと思いますが，教科書として指定
した教材のほかに，全国銀行協会が編集・発行した「やさしい手形・小切手の
はなし」という小冊子を学生に配布され，当座預金と手形・小切手との関係を
とてもわかりやすく説明されるとともに，金額の変造防止等のための実務につ
いても解説される等，来修者や手形・小切手を見たことも触ったこともない学
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生も理解を深めることができるような工夫を多くされ，とても懇切丁寧な授業
をなさっておられたことが強く印象に残っております。
先生のことをよくご存知の方には申し上げるまでもないことですが，先生の
優しく朗らかなお人柄は，強い「吸引力Jを有しており，知らず知らずのうち
に，そのお人柄に引き込まれます。私自身，明治大学法科大学院の一員とさせ
て戴いてからまだあまり長くありませんが，先生とはいろいろな場で接する機
会受持たせて戴きました。教員研究研修関係常龍委員会で 2年間ご一緒させて
戴きましたが，委員会における私の拙い進行に対し，何度も助け舟を出して戴
きましたし，教授会終了後のランチョン・ミーティングにも話題を提供して戴
く等，多くのサポートをして戴きました。また，教員研修会の場でも，展開・
先端系科目の担当教員の分科会で多くの建設的なご意見を戴いたことや入試業
務で試験監督をご一緒させて戴き， ミスが許されない業務も先生のお人柄でつ
つがなく終えることができたことも懐かしい想い出のひとつとなっています。
先生はまだまだお若く，古希をお迎えになったとはとても思えませんが，ご
現職なさるひとつの区切りとして，法科大学院教員安代表し，先生のこれまで
のご貢献に感謝申し上げるとともに，先生の今後のますますのご健勝を祈念し
つつ，記念論文集を献呈させて戴きます。
研究者として，教育者として，そして院長として一一膏山善充先生のこと
青山善充先生は，わが国の民事訴訟法分野の研究者として著名であり，その
名声は，わが国にとどまらず， ドイツをはじめとする諸外国にも轟いているこ
とは，今さら敢えて申し上げるまでもないことかと存じます。先生のご業績に
ついては，別途ご紹介がございますので，私からは，教育者としての先生と法
科大学院長としての先生をご紹介させて戴くことにします。
先生が教育に一方ならぬ情熱を持っておられることも今さら申し上げるまで
もないことかと存じますが，学内外の公務でご多忙であるにもかかわらず，授
業，演習等，教育に謹れんばかりの情熱を注がれていることは，まさに教育者
の鏡であると篠信しております。
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私事ですが，まだ明治大学法科大学院の一員とさせて戴く前に，日本音楽著
作権協会の寄付講座の講師を113.当させて戴く機会があり，法科大学院長室で先
生にご挨拶をさせて戴きました。その際に，先生の演宵のクラスのゼミ論文集
を頂戴致しましたが，先生は，各学生の論文を精査され，一つ一つの論文にと
ても丁寧なコメントを書かれておられました。それは，コメントというよりも
論評と申し上げた方がよろしいほど詳細かっ示唆に富むものでした。私自身，
法科大学院の一教員として，学生の提出した報告書や答案には，できるだけコ
メントを付して返却するようにしておりますが，先生がお書きになっておられ
たものの足元にも及ばないことを今さらながら恥じております。
また，先生は，法科大学院長の要職を 4年にわたって務められましたが，私
も未熟ながら執行部の」員として，法科大学院長としての先生と接する機会を
戴きました。先生は，法科大学院の運営に関し，何事にも真撃に取り組まれ，
多くの新たなことに果敢にチャレンジされました。そのことが法科大学院教育
振興基金の設立をはじめとし，着実に結実し，明治大学法科大学院のさらなる
発展の礎を築かれました。今後は，先生が残された足跡を無にしないように一
層の研錆を積むことが法科大学院に所属するものの責務であり，先生のご貢献
へのわずかなご恩返しかと存じます。
先生は，身も心もとてもお若く，古希をお迎えになったとはとても思えませ
んし，これからも特任教授として，授業や演習をご担当戴く等，今後とも明治
大学法科大学院になくてはならない存在でありますが，ご退職なさるひとつの
区切りとして，法科大学院教員を代表し，先生のこれまでのご貢献に感謝申し
上げるとともに，先生の今後のますますのご健勝を祈念しつつ，記念論文集を
献呈させて戴きます。
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